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3月定例会のあらまし 
 

平成 26 年第1 回（3 月）千早赤阪村議会定例会

は 3 月 5 日に開会し、人権擁護委員の推薦や条例

制定、平成 25 年度補正予算、平成 26 年度当初予

算など計 20 議案が提案され、それぞれ可決、委員

会付託しました。3 月 24 日の最終日では、委員会

付託 17 件、追加議案 3 件を可決し、一般質問をも

って20日間の定例会を閉会しました。 

ちはやあかさか 

議会だより  

第 108 号 
平成 26年 5月 1日 

発行 千早赤阪村議会 
編集 議会広報編集委員会 
〒585-8501 
大阪府南河内郡 
千早赤阪村大字水分 180番地 
TEL 0721‐72‐0081 
FAX 0721‐72‐1880 

 

楠木正成の 

イメージキャラ 

「まさしげくん」 

(千早赤阪楠公史跡保存会提供) 

 

 さくらと菜の花（奉建塔周辺） 

「議会だより」は、年４回（５月、８月、１１月、２月）の発行です。（臨時号を除く） 

 

http://sankei.jp.msn.com/photos/entertainments/game/100308/gam1003081158000-p1.htm
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３月定例会議決結果 

案 件 名 議決結果 

・諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任と認める 

・議案第 5 号 千早赤阪村一般職非常勤職員等の任用、勤務条件等に関する条例制定 原案可決(全員) 

        について  

・議案第 6 号 千早赤阪村非常勤嘱託員の報酬等に関する条例制定について 〃 

・議案第 7 号 千早赤阪村地域公共交通協議会条例制定について 〃 

・議案第 8 号 一般職の職員の給与に関する条例の改正について 〃 

・議案第 9 号 千早赤阪村社会教育委員条例の改正について 〃 

・議案第 10 号 千早赤阪村消防団条例の改正について 〃 

・議案第 11 号 河南町、太子町及び千早赤阪村介護認定審査会共同設置規約の変更に 〃 

関する協議について  

・議案第 12 号 千早赤阪村国民健康保険診療所の指定管理者の指定について 〃 

・議案第 13 号 平成 25 年度千早赤阪村一般会計補正予算（第 7 号）について 〃 

・議案第 14 号 平成 25 年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号）に 〃 

ついて  

・議案第 15 号  平成 25 年度千早赤阪村下水道事業特別会計補正予算（第 2 号）につい  

て 

〃 

・議案第 16 号 平成 25 年度千早赤阪村水道事業会計資本剰余金の処分について 〃 

・議案第 17 号 平成 26 年度千早赤阪村一般会計予算について 原案可決(賛成多数） 

・議案第 18 号 平成 26 年度千早赤阪村国民健康保険特別会計予算について 〃 

・議案第 19 号 平成 26 年度千早赤阪村介護保険特別会計予算について 原案可決(全員) 

・議案第 20 号 平成 26 年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決(賛成多数） 

・議案第 21 号 平成 26 年度千早赤阪村下水道事業特別会計予算について 原案可決(全員) 

・議案第 22 号 平成 26 年度金剛山観光事業特別会計予算について 〃 

・議案第 23 号 平成 26 年度千早赤阪村水道事業会計予算について 〃 

・議案第 24 号 千早赤阪村国民健康保険条例の改正について 〃 

・議案第 25 号 千早赤阪村非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の改 〃 

正について  

・議案第 26 号 千早赤阪村防犯まちづくり条例制定について 〃 

議会を傍聴してみませんか 

次回の定例会は、右記の日程で開催予定です。 

 

 

※開会時間は、いずれも午前 10 時です。こ

のほか、各委員会等も開かれます。日程は

都合により変更となる場合がありますの

で、傍聴される方は事前に議会事務局へお

問い合わせください。（TEL 72-0081） 

 

月 日 会 議 の 内 容 

６月 ４日 

(水) 

本会議 

(初日) 

議案上程、審議 

６月19日

（木） 

本会議 

(最終日) 

採決、一般質問 

 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
世
界

的
な
大
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

村
は
、
感
染
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑

制
し
、
住
民
生
活
及
び
住
民
経
済
に
及

ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。 行

動
計
画
で
は
、
発
生
段
階
ご
と
に

想
定
さ
れ
る
状
況
に
応
じ
て
の
対
策
を

定
め
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計

画
策
定
に
つ
い
て 

 

住
民
の
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

た
め
、
交
通
関
係
の
事
業
者
、
住
民
、

関
係
機
関
の
代
表
者
な
ど
で
、
協
議
会

を
設
立
し
検
討
を
始
め
ま
す
。 

26
年
度
で
計
画
案
を
作
成
、
27
年
度
か

ら
実
証
実
験
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。 

過
疎
指
定
に
つ
い
て 

 

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
が
今
国

会
に
提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
れ
ば
、
村
は
過

疎
地
域
指
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

要
件
に
は
人
口
の
減
少
率
と
、
財
政
力
指

数
が
あ
り
ま
す
。
村
の
人
口
減
少
率
は
21
・

9
％
で
基
準
値
の
19
％
を
超
え
、
財
政
力

指
数
は
0
・
4

3

9
で
基
準
値
の
０
・
４

９
以
下
と
な
っ
た
た
め
で
す
。 

過
疎
地
域
に
な
る
と
、
産
業
振
興
施
設
な

ど
の
ハ
ー
ド
事
業
と
、
地
域
医
療
な
ど
の
ソ

フ
ト
事
業
を
行
う
た
め
の
過
疎
対
策
事
業
債

の
発
行
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
過
疎
債
は
そ
の

元
利
償
還
の
70
％
を
普
通
交
付
税
で
賄
わ
れ

る
有
利
な
制
度
で
す
。
村
が
こ
の
過
疎
債
を

利
用
す
る
に
は
、
自
立
促
進
計
画
を
た
て
る

必
要
が
あ
り
、
村
は
9
月
を
め
ど
に
策
定
作

業
を
進
め
る
予
定
で
す
。 

  

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
行
動
計

画
策
定
に
つ
い
て 

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人 

 

全
員
協
議
会 

 
 

３
月
17
日
開
催 

千早赤阪村防犯まちづくり条例を議員提案（全会一致）により可決しました。 
■条例の制定 

 犯罪を防止し、安全で安心なまちづくりを進めていくためには、村民一人ひとりが防犯に対する意

識をもって、犯罪を起こさない環境づくりに取り組んでいくことが必要です。 

 この条例では、防犯まちづくりに関する基本的な考え方を定め、村、村民、事業者が協力し、それ

ぞれが防犯意識を持つとともに、ご近所でのあいさつ、声かけなどを通して、安心で安全なまちづく

りを進めましょう。 

■条例について 

●防犯まちづくりの基本理念 

 ・防犯まちづくりは、村、村民、事業者がそれぞれの役割のもと、相互に協働して行うものとしま

す。 

 ・防犯まちづくりは、自らの安全は自らが守り、地域の安全は地域で守るという意識をもって、良

好な地域社会を形成するものとします。 

●村の役割 

 ・防犯意識の高揚のための啓発活動、犯罪発生情報の提供、防犯まちづくりに関する施策を実施

し、防犯まちづくりを進めます。 

 ・施策の実施に当たっては、警察その他の関係機関と相互に連携を図るものとします。 

●村民の役割 

 ・日常生活において「自らの安全は自らが守る」という防犯意識を持つことで、身近な犯罪の減少

につなげ、防犯まちづくりを進めます。 

 ・地域の実情に応じて地域の安全を高める取り組みを実施し、防犯まちづくりを進めます。 

●事業者の役割 

 ・日頃の事業活動を行うにあたり、防犯意識を持って必要な措置を講じていただき、防犯まちづく

りを進めます。 
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学校給食費補助の復活で 
負担軽減を 

 

補助復活は考えていない 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図

り、全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み

上げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村民の移動手段 
の確保を 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施

策展開を図り、全庁的に取り組んでいき

たい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道

な施策を積み上げて減少に歯止めをかけ

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通計画の 
案づくりを進める 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策

展開を図り、全庁的に取り組んでいきた

い。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な

施策を積み上げて減少に歯止めをかけた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若者定住で人口維持を 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施

策展開を図り、全庁的に取り組んでいき

たい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道

な施策を積み上げて減少に歯止めをかけ

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定住促進に関する 
調査をすすめる 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分

野の施策展開を図り、全庁的に取

り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことより

も、地道な施策を積み上げて減少

に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
月
定
例
会
で
は
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
・
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
質
問
し
た
議
員
の

責
任
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

い
っ
ぱ
ん
質

問

 
 

 

 

問 

４
月
か
ら
の
消
費
税
増

税
は
、
く
ら
し
・
福
祉
・
教

育
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ぼ

す
。
村
で
も
水
道
料
金
や
学

校
給
食
費
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

や
香
楠
荘
宿
泊
料
金
な
ど
引

き
上
げ
ら
れ
る
。
今
後
、
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
厳
し
い

実
態
が
出
て
く
る
の
は
明
白

だ
。 

 

村
学
校
給
食
は
平
成
５
年

府
下
最
後
に
実
施
さ
れ
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
な
ど
、
安
全

で
お
い
し
い
給
食
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。
消
費
税
増
税

で
、
４
月
か
ら
食
材
費
が

３
％
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
食

材
費
へ
の
村
補
助
は
平
成
５

年
か
ら
17
年
ま
で
実
施
さ
れ

て
い
た
。
補
助
金
を
復
活
さ

せ
、 

 

 

保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
よ

う
求
め
る
。 

答 

平
成
17
年
の
元
気
プ
ラ

ン
に
よ
り
受
益
と
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
廃
止
さ
れ

た
。
村
財
政
状
況
か
ら
復
活

は
考
え
て
い
な
い
。 

問 

当
初
補
助
さ
れ
て
い
た 

額
は
年
間
１
０
０
万
円
だ
。 

今
回
の
負
担
増
は
全
体
で

約
30
万
円
と
な
り
平
成
27
年

に
10
％
に
再
度
増
税
に
な
っ

た
時
は
ど
う
な
る
の
か
。 

答 

再
度
引
き
上
げ
る
予
定

で
あ
る
。 

要
望 
村
学
校
給
食
は
、
子

育
て
施
策
の
な
か
で
も
優
れ

た
も
の
だ
。
若
者
定
住
の
た

め
に
も
、
後
退
さ
せ
な
い
よ

う
要
望
す
る
。 

 

 

関 口 ほ づ み 議 員 

 

問 

答 
  

問 

答 答 

問 

問 

高
齢
化
が
進
む
中
、
移

動
手
段
を
求
め
る
声
は
多

い
。
日
本
共
産
党
は
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
そ
れ
を
も
と

に
繰
り
返
し
議
会
で
取
り
上

げ
て
き
た
。
そ
ん
な
中
、
平

成
27
年
実
証
実
験
ま
で
到
達

し
た
。
「
地
域
公
共
交
通
協

議
会
」
の
設
置
が
決
ま
り
、 

 

一
歩
前
進
し
た
。
協
議
会
で 

は
、
村
民
の
声
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
、
今
後
の
日
程
な
ど

伺
う
。 

答 

既
存
の
公
共
交
通
機
関

を
有
効
活
用
し
つ
つ
、
交
通

弱
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

よ
う
な
公
共
交
通
計
画
の
案

づ
く
り
に
努
め
る
。 

問 

日
本
共
産
党
は
若
者
定

住
の
た
め
の
子
育
て
支
援
や

空
き
家
住
宅
の
情
報
提
供
、

入
居
改
修
補
助
、
２
世
帯
住

宅
改
修
補
助
な
ど
を
提
案
し

て
き
た
。
こ
れ
以
上
人
口
減

少
が
進
ま
な
い
よ
う
具
体
策

を
示
し
、
暮
ら
し
の
再
生
産

が
で
き
る
よ
う
求
め
る
。 

答 

第
４
次
総
合
計
画
で
将

来
人
口
６
０
０
０
人
を
維
持

す
る
と
し
て
い
る
。
定
住
促

進
に
関
す
る
調
査
を
全
庁
的

に
進
め
る
。
福
祉
・
教
育
・

地
域
振
興
な
ど
検
討
が
必

要
。
早
期
の
具
体
化
を
目
指

す
。 

問 

相
生
市
で
は
「
子
育
て

応
援
都
市
宣
言
・
11
の
鍵
」

と
し
て
、
子
育
て
支
援
で
人 

 

口
減
少
対
策
・
定
住
促
進
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
村
で
も

幼
稚
園
の
延
長
保
育
・
幼
稚

園
の
給
食
実
施
な
ど
実
施
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。 

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
子
育

て
環
境
の
良
さ
を
村
外
に
発

信
す
べ
き
だ
。 

答 

良
い
提
案
を
い
た
だ
い

た
が
そ
れ
は
、
財
政
力
の
良

い
地
域
だ
。
村
は
生
活
基
盤

（
仕
事
場
）
も
な
く
、
で
き

る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
努
力

す
る
。 

要
望 

都
心
部
に
30
分
あ
れ

ば
通
勤
で
き
る
。
環
境
が
よ

く
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て

い
れ
ば
若
者
定
住
の
村
と
し

て
宣
伝
で
き
る
。 
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昨年 9 月に質問した遊休財産の利
用、処分についての経過を聞く 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分校跡地は条件整備を進めている 
小吹台方転地の条件整備は整った 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活排水対策の見直しについて 
ー下水道から合併浄化槽へー 

費用比較を行い、検討を進める 

 

 

 

 

 

 

 

問 

答 

分
校
跡
地 

問 

9

月
の
答
弁
で
は
、

「
隣
地
と
の
境
界
確
定
作
業

を
進
め
て
い
る
」
と
の
報
告

が
あ
っ
た
が
境
界
は
確
定
し

た
の
か
。 

答 

地
権
者
に
再
々
立
ち
会

い
を
依
頼
し
て
い
る
が
立
ち

会
っ
て
も
ら
え
な
い
。
再
度

文
書
で
申
し
入
れ
を
し
て
、

立
ち
会
い
が
成
立
し
な
い
場

合
、
民
事
調
停
も
視
野
に
入

れ
、
境
界
確
定
に
努
め
る
。 

問 

分
校
跡
地
を
有
効
利
用

す
る
に
は
、
開
発
基
準
と
し

て
接
続
道
路
の
幅
員
が
足
り

な
い
。
買
収
等
の
手
続
き
は

進
め
て
い
る
の
か
。 

答 

関
係
地
権
者
が
三
人
お

ら
れ
、
二
人
の
方
は
一
応
の

納
得
を
頂
い
て
い
る
。
一
人

に
つ
い
て
は
難
色
を
示
さ
れ

て
い
る
が
、
引
き
続
き
協
力

の
お
願
い
を
し
て
い
く
。 

小
吹
台
方
転
地 

問 

9

月
の
答
弁
で
は
、

「
境
界
確
定
に
つ
い
て
、
隣

地
所
有
者
と
立
ち
会
い
を
予

定
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
境
界
は
確
定
し
た

の
か
。 

答 

立
ち
会
い
を
し
て
頂

き
、
11
月
1

日
付
け
で
登

記
手
続
き
が
完
了
し
た
。 

 

や
ま
ゆ
り
作
業
所
の
処
分
を 

問 
や
ま
ゆ
り
作
業
所
跡
は

長
く
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

有
効
利
用
又
は
処
分
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。 

答 

や
ま
ゆ
り
作
業
所
跡
は

現
在
、
消
防
・
防
災
備
品
な

ど
の
倉
庫
と
し
て
利
用
し
て

お
り
、
現
時
点
で
は
、
処
分

の
予
定
は
な
い
。
今
後
、
遊

休
財
産
を
総
合
的
に
再
利
用

す
る
も
の
、
処
分
を
す
る
も

の
な
ど
検
討
を
進
め
る
。 

問 

村
の
生
活
排
水
対
策
は

下
水
道
と
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
に
対
す
る
補
助
金
制
度

に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

下
水
道
の
整
備
面
積
は
全

体
計
画
の
約
50
％
で
、
ほ
ぼ

住
宅
密
集
地
の
整
備
は
終
っ

た
。 

 

下
水
道
の
利
用
状
況
は
人

口
減
少
に
伴
い
、
料
金
収
入

は
平
成
18
年
度
を
ピ
ー
ク
に

年
々
減
少
し
て
い
る
。 

維
持
費
と
借
入
金
の
返
済
相

当
額
を
賄
う
料
金
収
入
（
回

収
率
）
は
50
％
前
後
で
推
移

し
、
一
般
会
計
か
ら
の
多
額

な
繰
入
金
で
補
っ
て
い
る
。 

今
後
も
住
宅
の
少
な
い
地
域

の
整
備
を
進
め
た
場
合
、
村

の
財
政
を
更
に
圧
迫
す
る
と

予
測
さ
れ
る
。
下
水
道
事
業

の
今
後
を
ど
う
見
て
い
る
の

か
。 

答 

下
水
道
の
加
入
率
に
つ

い
て
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。 

 
 

経
費
回
収
率
に
つ
い
て
も
当

面
50
％
前
後
で
推
移
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。 

 

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
、
今
後
も
少
し
ず
つ
増
加

し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。 

問 

合
併
処
理
浄
化
槽
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
聞
く
。 

 

一
、
現
在
の
普
及
状
況
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
。 

二
、
例
え
ば
、
７
人
槽
の
価

格
は
約
百
万
円
で
あ
る
が
、

補
助
制
度
創
設
当
初
は
71
万

８
千
円
の
補
助
を
行
っ
て
き

た
が
、
現
在
で
は
41
万
4

千
円
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
増
額
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。 

答 

一
、
浄
化
槽
の
普
及
に

つ
い
て
も
進
ん
で
い
な
い
。 

二
、
補
助
金
に
つ
い
て
は
財

政
事
情
に
よ
り
見
直
し
た
経

緯
が
あ
る
。 

問 

下
水
道
事
業
を
こ
の
ま

ま
継
続
し
た
場
合
、
村
の
財

政
負
担
は
益
々
大
き
く
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。 

 

こ
の
際
、
生
活
排
水
対
策

を
下
水
道
か
ら
合
併
浄
化
槽

に
シ
フ
ト
し
て
は
ど
う
か
。 

答 

下
水
道
に
つ
い
て
は
、

生
活
排
水
対
策
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
今
後
も

下
水
道
に
つ
い
て
は
計
画
に

基
づ
き
整
備
は
進
め
る
が
、

下
水
道
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ

の
シ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
費

用
比
較
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
計
画
見
直
し
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。 

 

問 

答 

清 井   浩 議 員 

生活排水対策の現状 

（平成 24 年度） 

下水道 

・計画面積 371.00ha 

・整備面積 198.52ｈa 

・整備率     53.8 % 

・水洗化率   85.3 %（加入率） 

合併処理浄化槽 

・対象戸数 353 戸 

・設置戸数 108 戸 

・整備率    30.6％ 
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国土強靭化計画の策定を 
 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月頃、計画策定に向け検討して
いきたい 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥獣被害防止対策の強化を 

本年度も村猟友会への委託や農家への
助成をしていく 
していく 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅 野 利 夫 議 員 

問 

答 

問 

昨
年
12
月
に
「
防
災
・

減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靭

化
基
本
法
」
が
成
立
し
、
防

災
・
減
災
の
取
り
組
み
が
本

格
的
に
開
始
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
政
策
大
綱
も
決
定
し

て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
な

ど
に
対
し
、
計
画
策
定
や
施

策
に
つ
い
て
そ
の
責
務
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

が
経
過
し
、
想
定
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
を

考
え
る
と
、
ハ
ー
ド
面
で

は
、
人
命
救
助
や
復
旧
・
復

興
に
欠
か
せ
な
い
道
路
や
橋

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ソ
フ

ト
面
で
は
、
女
性
や
高
齢
者

な
ど
弱
者
の
視
点
に
立
っ
た

支
援
体
制
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
。 

 

国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
、
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。 

答 

国
で
は
昨
年
12
月
、
東

日
本
大
震
災
な
ど
大
規
模
自

然
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
災

害
に
強
い
国
土
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
強
く
し

な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現

を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災

等
に
資
す
る
国
土
強
靭
化 

法
」
が
成
立
し
、
同
法
に
基

づ
く
国
土
強
靭
化
政
策
大
綱

が
策
定
さ
れ
た
。 

 

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
は
、
本
年
５

月
頃
に
国
が
示
す
地
域
計
画

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
、
大

阪
府
や
近
隣
市
町
と
連
携
・

調
整
し
な
が
ら
、
計
画
策
定

に
向
け
検
討
し
て
い
き
た

い
。 

問 

村
で
は
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
て
の
イ
ン
フ
ラ
総

点
検
や
防
災
教
育
も
で
き
る

と
考
え
る
が
。 

答 

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
は
、
防
災
拠
点
で
あ
る
役

場
庁
舎
の
整
備
や
学
校
な
ど

公
共
施
設
の
耐
震
化
を
進
め

る
。 

 

道
路
や
橋
梁
に
つ
い
て

は
、
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て

い
く
。 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水

道
施
設
に
つ
い
て
は
、
事
業

計
画
の
見
直
し
と
老
朽
施
設

の
更
新
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。 

要
望 

意
識
向
上
の
た
め
、

住
民
参
加
の
防
災
訓
練
は
絶

対
に
必
要
で
あ
り
、
実
施
し

て
頂
き
た
い
。 

 
問 

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
は
深
刻
で
あ
り
、
広

域
化
し
て
い
る
。 

 

平
成
22
年
９
月
議
会
の
一

般
質
問
で
も
取
り
上
げ
た

が
、
被
害
防
止
に
つ
い
て
ど

こ
ま
で
対
策
が
講
じ
ら
れ
た

の
か
。 

①
最
近
の
被
害
状
況 

②
い
ま
ま
で
の
取
り
組
み 

③
近
隣
市
町
と
の
協
力
関
係 

④
国
や
大
阪
府
の
取
り
組
み 

⑤

26

年
度
の
施
策
は
ど
う

か
、
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

本
村
に
お
け
る
有
害
鳥

獣
に
よ
る
被
害
額
は
、
平
成

23
年
度
が
75
万
８
千
円
、
平

成
24
年
度
が
３
１
５
万
４
千

円
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数

で
は
、
平
成
23

年
度
は
85

頭
、
平
成
24
年
度
は
１
６
６

頭
に
対
し
、
平
成
25
年
度
は 

 

現
在
ま
で
50
～
60
頭
と
減
少

し
て
い
る
。 

前
回
の
質
問
以
降
、
平
成
23

年
度
か
ら
25
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
「
千
早
赤
阪
村
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
」
を
定

め
、
平
成
23
年
度
に
は
村
単

費
に
よ
る
電
気
柵
等
の
設
置

費
用
助
成
の
ほ
か
、
国
の
補

助
を
得
て
狩
猟
免
許
取
得
費

用
の
助
成
と
箱
罠
を
購
入

し
、
村
猟
友
会
に
捕
獲
か
ら

処
分
ま
で
を
委
託
し
た
。 

 

平
成
26
年
度
も
従
来
と
同

様
、
猟
友
会
へ
の
委
託
と
農

家
へ
の
資
材
費
の
助
成
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。 

要
望 

国
・
府
・
近
隣
市
町

と
の
連
携
で
、
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
て
頂
き
た

い
。 

 

問 

答 
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過疎法の適用にあたって 

総合的に検討する 

太陽光パネル設置に補助を 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図

り、全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積

み上げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地形条件などから不適正地域がある 

 

 

 

 

問 

過
疎
法
の
適
用
が
、
本

村
も
対
象
に
な
る
こ
と
が
新

聞
報
道
さ
れ
、
村
民
の
間
で

も
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

適
用
要
件
は
、
昭
和
60
年
か

ら
平
成
22
年
の
人
口
減
少
率

が
19
％
以
上
、
財
政
力
指
数

が
0
・
4

9

以
下
の
自
治

体
と
な
っ
て
い
る
。 

 
こ
の
法
律
は
、
「
自
立
促

進
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
雇

用
の
増
大
、
地
域
格
差
の
是

正
及
び
美
し
く
風
格
あ
る
国

土
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
」
と
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。 

 

た
と
え
ば
、
地
域
医
療
で

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔

医
療
、
通
院
支
援
、
生
活
交

通
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等

の
運
行
、
バ
ス
路
線
維
持
に

向
け
た
民
間
バ
ス
事
業
者
へ

の
補
助
、
集
落
の
維
持
及
び

活
性
化
で
は
、
集
落
支
援
員

の
設
置
、
空
き
家
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
設
置
、
産
業
の
振
興

で
は
、
農
業
の
担
い
手
・
人

づ
く
り
対
策
な
ど
、
広
範
囲

の
事
業
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

結
論
は
早
急
に
は
出
し
に

く
い
が
、
本
村
の
活
性
化
に

と
っ
て
何
が
必
要
と
考
え
ら 

 

れ
る
か
、
伺
う
。 

 

ま
た
、
ど
う
い
う
事
業
を

す
る
に
せ
よ
、
村
民
の
意

見
・
要
望
を
十
分
に
聞
く
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答 

事
業
内
容
は
過
疎
法
に

規
定
す
る
ハ
ー
ド
事
業
や
ソ

フ
ト
事
業
で
、
都
道
府
県
と

の
協
議
を
得
た
も
の
に
限
ら

れ
る
。
具
体
的
な
事
業
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
未
定

で
あ
る
が
、
活
気
あ
ふ
れ
る

村
づ
く
り
の
た
め
に
、
全
国

で
先
行
し
て
実
施
し
て
い
る

事
業
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

総
合
的
に
検
討
し
た
い
。 

事
業
に
対
す
る
住
民
の
意

見
反
映
に
つ
い
て
は
、
事
務

手
続
き
の
中
で
検
討
し
た

い
。 

 

徳 丸 幸 夫 議 員 

問 

答 

問 

東
日
本
大
震
災
か
ら
３

年
が
経
過
し
た
。
福
島
の
原

発
事
故
で
、
避
難
さ
れ
て
い

る
住
民
は
、
15
万
人
を
超
え

て
い
る
。
原
発
事
故
後
、
国

民
の
世
論
は
大
き
く
変
化

し
、
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
め
ざ

す
、
声
は
大
き
く
広
が
っ
て

い
る
。 

 

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
世
論

の
広
が
り
の
中
で
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
事
業

に
、
支
援
し
て
い
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。 

 

本
村
で
も
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
に
補
助
金
出
し
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に 

寄
与
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ 

  

ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
の
普
及 

は
、
環
境
面
な
ど
か
ら
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
家
庭

用
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
本
村
の
地

形
条
件
な
ど
か
ら
、
適
し
て

い
な
い
地
域
が
多
く
あ
る
た

め
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。 

要
望 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
原
発
54
基
分
の
40

倍
の
能
力
が
あ
る
と
環
境
省

も
試
算
し
て
い
る
。 

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

太
陽
光
以
外
に
も
小
水
力
な

ど
も
あ
り
、
村
を
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
村
と
し
て
売
り
出

す
こ
と
も
検
討
す
べ
き
こ
と

を
要
望
す
る
。 

 

答 

問 
 

 

（赤阪小学校の太陽光パネル） 
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企業団との総合協議に関する覚書 

を今年度中に締結する予定 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いきいきサロンやまゆりの今後のあり方は 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁的に取り組んで

いきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて減少に歯止めを

かけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村全体を考え検討する 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁的に取り

組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて減少に歯

止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上水道事業について 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 

上
水
道
事
業
の
基
本
計

画
見
直
し
に
関
す
る
企
業
団

と
の
協
議
の
状
況
を
伺
い
た

い
。 

答 

今
後
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
し
て
、
平
成
26

年

4
月
の
統
合
協
議
に
覚
え
書

き
を
締
結
を
す
る
予
定
。
そ

れ
を
受
け
て
、
企
業
団
に
お

い
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
発

注
し
、
「
施
設
整
備
計
画
」

「
経
営
計
画
」
の
策
定
を
す

る
予
定
。
こ
の
計
画
が
当
村

と
し
て
の
基
本
計
画
見
直
し

の
内
容
と
な
る
。 

問 

災
害
時
の
応
急
給
水
等 

  
 

 

の
対
応
に
つ
い
て 

答 

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

等
の
対
応
は
、
当
村
の
地
域

防
災
計
画
に
あ
る
よ
う
に
、

水
道
施
設
の
破
損
等
に
よ
り

飲
料
水
が
送
れ
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
浄
水
場
等
で
水
を

確
保
し
、
当
村
の
水
道
施
設

で
飲
料
水
が
確
保
で
き
な
い

と
き
は
、
近
隣
市
町
、
大
阪

広
域
水
道
企
業
団
に
応
援
を

要
請
す
る
。 

問 

配
管
図
に
つ
い
て 

答 

来
年
度
よ
り
千
早
地
区

の
管
路
の
布
設
替
え
か
ら
整

備
す
る
。 

 

 

問 

こ
の
建
物
は
建
設
さ
れ

て
か
ら
24

年
が
経
っ
て
い

る
。
老
朽
化
に
対
す
る
安
全

性
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

平
成
12
年
度
に
介
護
予

防
施
設
と
し
て
小
吹
台
地
区

に
開
設
さ
れ
、
地
域
住
民
の

高
齢
者
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
整
備

さ
れ
た
。
建
物
は
昭
和
51
年

に
幼
稚
園
と
し
て
建
設
さ

れ
、
平
成
12
年
に
い
き
い
き

サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
と
し
て
改

修
工
事
を
経
て
現
在
に
至
っ 

 

て
い
る
。 

安
全
性
に
つ
い
て
は
、
耐

震
調
査
や
耐
震
工
事
の
必
要

性
は
承
知
し
て
い
る
が
、
他

の
公
共
施
設
や
耐
震
工
事
が

で
き
て
い
な
い
現
状
で
、
今

後
、
村
全
体
を
考
え
検
討
す

る
。 

要
望 

現
在
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
や
ま
ゆ
り
の
団
体
登
録

数
は
35
団
体
で
あ
る
。
で
き

れ
ば
、
早
期
に
耐
震
調
査
か

ら
開
始
し
、
安
全
性
の
確
認

を
望
む
。 

 

山 形 研 介 議 員 

問 

答 

問 

答 

 

 

 

 

（小吹台低区配水池） 

（いきいきサロンやまゆり） 
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国民健康保険の広域化はどうなるのか 

 

 

 

 

 

 

 

来年度より、さらに活発に議論されて
いく 

 

 

 

 

 

 

 

超高齢社会への対応は 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図

り、全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積

み上げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシステムの整備を進める 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁的に取り

組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて減少に歯

止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 

 

問 

平
成
24
年
度
の
本
村
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
前

年
度
と
比
較
し
て
大
幅
な
伸

び
を
示
し
た
が
、
保
険
料
は

値
上
げ
す
る
こ
と
な
く
、
安

定
し
た
医
療
制
度
を
提
供
し

て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ

と
だ
と
思
う
。 

し
か
し
、
昨
年
、
国
に
お

い
て
社
会
保
障
改
革
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
案
が
可
決
さ
れ
、

国
民
健
康
保
険
の
運
営
主
体

を
都
道
府
県
に
移
す
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。 

問 

現
在
わ
が
国
で
は
、

4
人
に
一
人
が
65
歳
以
上

と
い
う
超
高
齢
社
会
を
迎
え

て
い
る
。 

 

村
で
は
、
平
成
14
年
に

す
で
に
超
高
齢
社
会
を
迎
え

て
お
り
、
更
な
る
福
祉
施
策

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。 

 

今
後
、
村
と
し
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

村
の
65
歳
以
上
の
高

齢
化
率
は
37
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
り
、
来
年
に
は
40
％

を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い 

 

る
。
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
、
介
護

予
防
と
医
療
の
連
携
、
住
ま

い
の
確
保
や
生
活
支
援
な

ど
、
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
時
期
を
見
据
え
、
高
齢

者
の
生
活
ニ
ー
ズ
や
社
会
資

源
の
状
況
に
即
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

重
点
的
に
進
め
る
こ
と
が
本

村
に
と
っ
て
も
重
要
を
考
え

て
い
る
。 

問 

答 

大
阪
府
に
お
け
る
検
討
状
況

や
課
題
、
村
に
ど
う
い
っ
た

影
響
が
あ
る
の
か
伺
う
。 

答 

各
市
町
村
に
お
け
る
医

療
費
、
保
険
料
設
定
の
格

差
、
国
民
健
康
保
険
財
政
状

況
等
の
平
準
化
を
お
こ
な
っ

て
い
く
た
め
、
調
整
を
要
す

る
課
題
は
大
で
あ
る
。 

 

詳
細
な
内
容
の
整
理
、
検

討
は
来
年
度
よ
り
更
に
活
発

に
議
論
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
、
村
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
保
険
料
の
算
定
方
法

の
設
定
で
変
わ
っ
て
く
る
。 

 

 

 

田 中 博 治 議 員 
 

問 

答 

 

各年の 10 月 1 日現在による平成 26～29 年は、介護

保険事業計画（第 5 期）の推計による 
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・
各
小
学
校
入
学
式 

・
中
学
校
入
学
式 

・
こ
ご
せ
幼
稚
園
入
園
式 

・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
農
業
委
員
会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
大
阪
広
域
水
道
企
業
団 

議
会
議
員
定
数
等
調
査 

委
員
会 

・
奈
良
県
御
杖
村
へ
視
察 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
村
遺
族
会
慰
霊
祭 

・
定
例
監
査 

・
富
田
林
市
防
火
協
会
総 

 

会 

・
楠
公
祭 

・
千
早
赤
阪
村
人
権
協
会 

常
任
委
員
会 

議
会
活
動
日
誌 

 

     

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会 

・
大
阪
広
域
水
道
企
業
団 

議
会
議
員
全
員
協
議
会 

 
 

・
ア
ド
プ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト 

ニ
ッ
セ
イ
千
早
の
森
調

印
式 

・
奥
河
内
観
光
写
真
コ
ン 

ク
ー
ル
表
彰
式 

・
第
１
回
議
会
臨
時
会 

・
全
員
協
議
会 

・
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会 

・
農
業
委
員
会 

・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
南
河
内
環
境
事
業
組
合

議
会
定
例
会 

・
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
定
例

会 

・
第

32

回
南
河
内
人
権

啓
発
推
進
大
会 

・
南
河
内
農
業
委
員
会
研

修
会 

・
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

・
定
例
監
査 

  

 

２ 
月 

 

3
日 

 

4
日 

 

5
日 

    

6
日 

   

7
日 

10
日 

13
日 

 

17
日 

  

19
日 

 

20
日 

 

25
日 

 

 

 

・
千
早
赤
阪
村
高
齢
者
保 

健
福
祉
計
画
及
び
介
護 

保
険
事
業
計
画
推
進
委 

員
会 

・
千
早
赤
阪
村
地
域
包
括 

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協 

議
会 

・
千
早
赤
阪
村
地
域
密
着 

型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員 

会 

・
第
１
回
千
早
赤
阪
村
子

ど
も
・
子
育
て
会
議 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
都
市
計
画
審
議
会 

 

26
日 

          
27
日 

28
日 

 

知
っ
て
ま
し
た
か
・
・
・
・ 

河
内
弁 

 

こ
ん
に
ち
、
21
世
紀
に
入
り
、
国
際

化
・
高
度
情
報
化
が
急
速
に
進
む
中
、

だ
れ
も
が
、
自
分
の
故
郷
や
自
分
の
子

ど
も
の
頃
の
風
習
を
懐
か
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
伝
統
的
に
用
い
ら
れ

て
き
た
「
方
言
」
は
ま
さ
に
消
え
去
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

千
早
赤
阪
村
に
も
こ
の
地
方
独
特
の

「
方
言
」
が
あ
り
、
数
あ
る
「
村
こ
と

ば
」
を
ひ
ろ
い
あ
げ
て
み
ま
し
た
。 

・
あ
さ
げ
→
朝
早
く
仕
事
を
す
る 

 

・
ひ
の
つ
じ
→
ひ
る
ね 

・
ひ
ず
か
し
→
お
や
つ 

・
へ
ん
ど
→
不
便
な
土
地 

・
せ
ん
ど
→
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に 

・
き
さ
ん
じ
→
気
楽
な 

・
お
は
さ
→
は
さ
み 

・
そ
ば
さ
→
近
く 

・
お
ん
け
ぇ
→
い
る
の 

「
村
こ
と
ば
」
を
耳
に
し
た
時
、
な
ぜ

か
ほ
っ
と
す
る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
か
ら
も
慣
れ
親
し
ん
で
伝

承
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
村
が
好
き
だ

か
ら
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｋ
・
Ｙ 

編

集

後

記

 

 

４ 

月 

 

4
日 

 

7
日 

  

8
日 

   
10
日 

15
日 

16
日 

21
日 

25
日 

  

28
日 

 

 

・
府
町
村
議
長
会
定
期
総 

 

会 

・
第
１
回
議
会
定
例
会

（
初
日
） 

・
総
務
民
生
常
任
委
員
会 

・
総
務
民
生
常
任
委
員
会 

・
農
業
委
員
会 

・
文
教
建
設
常
任
委
員
会 

・
文
教
建
設
常
任
委
員
会 

・
中
学
校
卒
業
式 

・
全
員
協
議
会 

・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
幹
事
長
会
議 

・
各
小
学
校
卒
業
式 

・
こ
ご
せ
幼
稚
園
卒
園
式 

  

 
 

３ 
月 

 

3
日 

 

5
日 

 

6
日 

7
日 

 

11
日 

12
日 

14
日 

17
日 

  

18
日 

19
日 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
村
テ
ニ
ス
連
盟
30
周 

年
記
念
式 

・
第
１
回
議
会
定
例
会 

(

最
終
日) 

・
定
例
監
査 

・
平
成
25
年
度
第
４
回 

評
議
員
会 

 

20
日 

 

23
日 

 

24
日 

 

27
日 


